
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

令和７年度１１月号 

北区立桐ケ丘郷小学校 

校 長  水上 暁雄 

１ １ 月 行 事 予 定  

日 曜日 行  事 

1 土

曜 

開校記念日 きり BOUSAI 

2 日  

3 月 文化の日 

4 火 全校朝会 

5 水 
稲作体験（５年） 
お仕事体験（４組） 

6 木 稲作体験（予備日） 

7 金  

8 土   

9 日  

10 月 全校朝会 委員会 

11 火 社会科見学（３年） 

12 水 B４ 

13 木   

14 金 B時程 

15 土  

16 日  

17 月 A５ 全校朝会 

18 火 B時程 

19 水 お仕事体験（４組） 

20 木 中学校体験（６年） 

21 金 児童集会 

22 土   

23 日 勤労感謝の日 

24 月 振替休日 

25 火 全校朝会  

26 水  

27 木  

28 金 水５ 展覧会 

29 土 土３ 展覧会 

30 日  

学校だより  

「社会の一員として関わる」大切な経験 

校長 水上 暁雄 

秋の深まりとともに、地域ではさまざまな行事や

イベントが行われる季節となりました。学校の枠を

超えて、地域の方々とふれあう機会には、子供たち

にとって多くの学びがあります。本校におけるその

中の一つが、10月 18日（土）に開催された「第

13回オータムフェスティバル」です。 

本イベントは、北区青少年桐ケ丘地区委員会と桐

ケ丘児童館の方々が中心となって実行委員会を運営

しています。当日は学校関係者（近隣４校）をはじ

め、近隣保育園や地域の関係機関 23団体が、工夫

を凝らして来場者が楽しめるような舞台発表やゲー

ム等のコーナーを担当して開催されました。本校の

子供たちも来場者として、吹奏楽部はじめボランテ

ィアとして、参加させていただきました。 

地域行事への参加は、「社会の一員として関わ

る」大切な経験です。準備や片付けの中で大人と協

力し、挨拶や感謝の気持ちを伝えることで、思いや

りや責任感が育まれます。また、地域の方々から励

ましの言葉をいただくことで、自分の存在が認めら

れているという安心感と自信を得ることができま

す。今回、吹奏楽部の 

発表時には、多く方々 

から温かく大きな拍手 

をいただき、子供たち 

にとって忘れられない 

貴重な経験になりました。 

地域・家庭・学校がそれぞれの立場から見守り合

い、つながり合うことで、子どもたちの成長の輪が

大きく広がっていきます。これからも、その絆を大

切にしながら、子供たちが自らの力を発揮し、地域

に貢献できる学校づくりを進めてまいります。 

 

今月末には展覧会を開催します。テーマは「アー

トでつながる思い」です。子供たちの個性あふれる

素敵な作品が体育館に集まります。多くの方のご来

校をお待ちしています。 
※今月の避難訓練は予告なしで実施します。 

 



 １１月「ふれあい月間」の取組 

 

東京都では、児童のいじめ、自殺、暴力行為等の問題行為及び、不登校等の早期発見、早期

対応、未然防止等につながる具体的な取組を実施することを目的として、年２回「ふれあい月

間」を設定しています。このうち、いじめの防止については、今回も児童へのアンケート調査

の結果から適宜聞き取りを行い、いじめの早期発見、解決に努めていきます。 

また先日、学校では「みんなが安心して楽しく学校生活を送る」ために 

・自分の体や心は、自分だけのもので一番大切なものであること 

・友達の体や心も自分の体や心と同じように大切なものであること 

・人を叩いたり、嫌なことを言ったり、誰かの体や心を傷つけたりすることは友達同士で絶

対にやってはいけないこと 等について、 

全校朝会にて考える時間をもちました。ご家庭におかれましても、子供たちの健やかな成長の

ために、「思いやりの気持ちをもつことの大切さ」や「人を傷つける行為へ絶対にしてはいけ

ないこと」について、お話しする機会をもっていただきますようよろしくお願いいたします。 

４年岩井移動教室 

４年生は、９月２６日（金）から９月２７日（土）まで岩井移動教室に行ってきました。

天候に恵まれ、予定どおりの行程で１泊２日を過ごすことができました。岩井海岸散策や星

空観察などの活動を通して、自然の雄大さを肌で感じることができました。また、班行動や

岩井学園での集団生活を通して、友達と協力することの大切さを学ぶことができました。初

めて見るものや体験したことに対してのリアクションが新鮮で、何事にも好奇心をもって活

動する姿が素敵でした。これからの学校生活でも、何事にも好奇心をもって取り組んでほし

いと思います。 

 

 

 

 

                   

 ICT活用について 
 

本校では、子どもたちの学びを深めるため、授業でのタブレット端末の活用を積極的に進め

ています。毎日文房具と同じように使っていくことで、課題を解決するための手段を増やして

いくことができます。しかし、学習とは関係のない使い方をしていたり、扱いが雑なため故障

してしまったりする場合もあります。学校とご家庭で連携し、安全・丁寧に端末を利用できる

よう、タブレットの使い方についてご家庭でも話をしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【きりさと小 GIGAルール】 

Ⅰ 学びを深め、学校生活を豊かにするために活用します。 

Ⅱ 人が嫌がることや人を傷付けることはしません。 

Ⅲ 健康に気を付けて使います。 

 


